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▲ 国府で使われていた食器や工
具

113

　

府
中
市
史
下
巻（
明
治
維
新
か
ら

市
制
施
行
ま
で
）の「
府
中
の
民
俗
」

は
、宮
本
常
一
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
最
高
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
調
査・

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
年
中
行

事
と
祭
」の
中
で
の「
栗
祭
」で
は
、

「
九
月
二
十
八
日
は
栗
祭
で
あ
る
。

栗
祭
の
お
こ
っ
た
の
は
昭
和
初
期

で
あ
る
が
、こ
れ
に
は
前
史
が
あ
っ

た
。六
社
明
神
に
は
昔
、太だ

い

々だ
い

神か

ぐ

ら楽

の
講
が
あ
り
、九
月
二
十
八
日
に
講

中
の
も
の
が
神
楽
を
あ
げ
に
来
た
。

神
楽
師
は
伊
勢
、御
嶽
か
ら
来
、そ

れ
を
迎
え
る
た
め
の
講
が
結
成
さ

れ
、拝
殿
で
太
々
神
楽
を
舞
っ
た

が
、次
第
に
神
楽
師
の
来
る
数
が
減

り
、つ
い
に
こ
の
祭
も
中
止
と
な
っ

た
。し
か
し
、よ
い
祭
で
あ
っ
た
の

で
再
現
し
た
い
と
考
え
、大
室
市
五

郎
氏
が
、こ
の
地
方
が
栗
の
名
産
地

で
あ
っ
た
こ
と
に
目
を
つ
け
、栗
祭

と
し
て
復
活
す
る
こ
と
に
し
た
。一

つ
に
は
七
月
の
李す

も

も子
祭
に
対
応
す

る
意
味
も
あ
っ
た
。栗
祭
に
は
行あ

ん

灯ど
ん

を
た
く
さ
ん
吊
り
、そ
れ
に
子
ど
も

た
ち
が
片
言
を
書
い
た
の
が
参
拝

者
の
人
気
を
呼
ん
だ
が
、ク
リ
タ
マ

バ
チ
が
は
び
こ
り
、に
わ
か
に
栗
が

駄
目
に
な
り
、栗
を
伐
っ
て
野
菜
や

庭
木
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

次
第
に
お
と
ろ
え
た
。最
近
は
ク
リ

タ
マ
バ
チ
の
つ
か
な
い
品
種
が
で

き
て
、栗
祭
に
栗
が
出
ま
わ
り
始
め

た
が
、百
姓
が
売
り
に
来
る
の
が
減

り
、八
百
屋
な
ど
で
売
っ
て
い
る
。

以
前
の
素
朴
さ
が
な
く
な
っ
た
。

（
要
約
）」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
季
祭・
く
り
祭
も
、昔

な
が
ら
の
行
灯
の
ろ
う
そ
く
の
灯

が
ゆ
ら
め
き
、府
中
囃
子
が
な
が

れ
、栗
が
商
わ
れ
ま
し
た
。ふ
る
さ

と
府
中
の
秋
の
風
情
を
満
喫
さ
せ

る
く
り
祭
で
あ
り
ま
し
た
。

秋
季
祭
・
く
り
祭

　武蔵国府跡が、７月に国の史跡に指定されたことを記念して、10月24日（土）・25日
（日）に、全国の国府所在地自治体と国府をテーマに交流する「国府ふるさと～こくふ（日）に、全国の国府所在地自治体と国府をテーマに交流する「国府ふるさと～こくふ
ロマン交流祭2009in府中」を開催します。ロマン交流祭2009in府中」を開催します。
　全国の国府所在地自治体の名所・史跡を紹介する展示会や国府祭パレード、国府物　全国の国府所在地自治体の名所・史跡を紹介する展示会や国府祭パレード、国府物
産展など、1300年前の熱気と活気を呼び起こす催しを行います。産展など、1300年前の熱気と活気を呼び起こす催しを行います。
　ぜひ、お越しください。　ぜひ、お越しください。
　問合せは、文化振興課文化財係（３３５・４４７３）へ。　問合せは、文化振興課文化財係（３３５・４４７３）へ。

■展示会
▽日時 10月20日（火）から28日
（水）午前10時～午後８時（28日
は午後５時まで）
▽会場 フォーリス
▽内容 国史跡武蔵国府跡の最
新の発掘調査成果の紹介と出土
品の展示

● 府中の発掘お宝展 ●

ここまでわかった武蔵国府2009
■全国国府所在地自治体名所・史跡紹介展示会
▽日時 10月24日（土）午後１時～５時
▽会場 ルミエール府中
■国府祭パレード
▽日時 10月25日（日）午前10時半～午後零時半
▽会場 けやき並木通り
▽内容 古代の国司や防人の衣装を着た人たち
によるパレードほか
※雨天の場合は内容を変更することがあります。
※車での来場はご遠慮ください。
■国府物産展
▽日時 10月25日（日）午前10時半～午後４時
▽会場 けやき並木通り
▽内容 国府所在地の特産品販売
※ごみ減量のため、マイバッグ持参にご協力く
ださい。

　国史跡武蔵国府跡の最新の調査成果をはじめ、市内各地域の遺跡
から出土した貴重な文化財などを展示します。

■ドキ！ドキ！体験～昔の土器
にさわってみよう
▽日時 10月24日（土）・25日（日）
午前10時～午後４時
▽会場 フォーリス
▽入場 自由（無料）
▽内容 市内で出土した土器に
触れる

10月20日（火）10月20日（火）からから
28日（水）28日（水）

10月20日（火）10月20日（火）からから
28日（水）28日（水）

府中

10月10月24日24日土・
25日25日日

市制施行55周年記念 10月10月24日24日土土・・
25日25日日日
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お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
21
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
、９
月
の
市

議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、財
政
課（
３
３
５
・
４
０
２
５
）へ
。

一
般
会
計

　

補
正
予
算
で
は
、当
初
予
算
編

成
後
の
状
況
の
変
化
な
ど
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、現
在
の
厳
し
い

経
済
状
況
の
中
、市
と
し
て
緊
急

的
・
積
極
的
に
対
策
を
講
じ
、安

全
・
安
心
で
元
気
な
ま
ち
を
目
指

し
て
８
分
野
54
事
業
の
緊
急
経

済
・
生
活
支
援
対
策
事
業
を
実
施

す
る
な
ど
、歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

29
億
９
３
８
３
万
３
千
円
を
増
額

し
、平
成
21
年
度
の
予
算
総
額
は

８
５
６
億
１
３
８
３
万
３
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

歳
入
で
は
、関
係
法
令
の
改
正

に
伴
う
地
方
譲
与
税
及
び
自
動
車

取
得
税
交
付
金
の
組
替
え
で
１
千

円
、使
用
料
及
び
手
数
料
で
43
万

２
千
円
、地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
や
子
育
て
応
援

特
別
手
当
交
付
金（
平
成
21
年
度

版
）な
ど
国
庫
支
出
金
で
６
億
１

３
１
６
万
３
千
円
、民
生
費
関
係

の
補
助
金
の
包
括
化
に
伴
う
予
算

の
組
み
直
し
の
ほ
か
、保
育
所
緊

急
整
備
事
業
費
補
助
金
、緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
補
助
金
な

ど
都
支
出
金
で
２
億
１
７
８
６
万

５
千
円
、前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

で
22
億
３
５
４
３
万
６
千
円
、諸

収
入
で
１
９
４
６
万
２
千
円
を
増

額
し
、ま
た
、繰
入
金
で
９
２
５
２

万
６
千
円
を
減
額
し
、合
計
で
29

億
９
３
８
３
万
３
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

■
歳
出

○
議
会
費
…
議
員
１
人
の
辞
職
に

伴
い
８
１
５
万
６
千
円
を
減
額
し

ま
し
た

○
総
務
費
…
庁
舎
建
設
基
金
積
立

金
、電
気
自
動
車
の
購
入
や
幼
児
・

児
童
用
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
へ
の
助
成
な
ど
、合
計
で
３
億

３
３
９
９
万
８
千
円
を
増
額
し
ま

し
た

○
民
生
費
…
自
立
支
援
法
の
改
正

に
伴
う
関
連
事
業
費
、子
育
て
応

援
特
別
手
当
補
助
金（
平
成
21
年

度
版
）、国
・
都
の
補
助
金
な
ど
の

精
算
返
還
金
に
係
る
経
費
な
ど
、

合
計
で
８
億
４
９
７
１
万
８
千
円

を
増
額
し
ま
し
た

○
衛
生
費
…
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
の
助
成
や
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
の
拡
大
実
施
、ご
み

飛
散
防
止
対
策
に
係
る
経
費
な

ど
、合
計
で
２
億
６
５
５
０
万
２

千
円
を
増
額
し
ま
し
た

○
労
働
費
…
緊
急
雇
用
創
出
事
業

の
確
定
に
伴
う
組
替
え
で
６
０
０

０
万
円
を
減
額
し
ま
し
た

○
商
工
費
…
共
通
商
品
券
事
業
費

補
助
金
で
５
８
３
８
万
９
千
円
を

増
額
し
ま
し
た

○
土
木
費
…
道
路
維
持
整
備
事
業

費
、道
路
改
良
整
備
事
業
費
な
ど

を
増
額
す
る
と
と
も
に
、府
中
駅

南
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の

進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
減
額
を
行

い
、合
計
で
５
８
５
万
８
千
円
を

増
額
し
ま
し
た

○
消
防
費
…
防
災
対
策
と
し
て
消

防
団
員
用
防
火
服
の
更
新
、災
害

対
策
用
器
具
の
整
備
、消
防
用
車

両
の
更
新
な
ど
、合
計
で
１
億
９

４
３
万
８
千
円
を
増
額
し
ま
し
た

○
教
育
費
…
学
校
の
理
科
用
備
品

の
整
備
や
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
に
係

る
経
費
、文
化
財
の
保
護
活
用
に

係
る
経
費
な
ど
、合
計
で
３
億
３

６
９
６
万
６
千
円
を
増
額
し
ま
し

た○
諸
支
出
金
…
公
共
施
設
管
理
基

金
借
入
金
元
金
償
還
金
、公
共
施

設
整
備
基
金
積
立
金
で
、合
計
で

11
億
２
１
２
万
円
を
増
額
し
ま
し

た
特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

新
た
に
国
庫
補
助
金
と
し
て
出

産
育
児
一
時
金
補
助
金
と
介
護
従

事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
５

１
９
７
万
８
千
円
を
増
額
し
ま
し

た
。

■
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

　

都
支
出
金
の
精
算
返
還
金
な
ど

で
、歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
６

０
万
９
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

国
庫
支
出
金
の
精
算
返
還
金
な

ど
で
、歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

４
０
１
３
万
８
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
の
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比
率

の
算
定

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

平
成
20
年
度
決
算
な
ど
に
基
づ
く

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

性
に
関
す
る
比
率
」を
算
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、財
政
課（
３
３
５
・

４
０
２
５
）へ
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
の
概
要

　

こ
の
法
律
で
は
、一
般
会
計
だ

け
で
な
く
、市
の
す
べ
て
の
会
計
、

関
連
す
る
一
部
事
務
組
合
、第
三

セ
ク
タ
ー
な
ど
の
決
算
状
況
を
合

わ
せ
て
比
率
を
算
定
し
ま
す
。比

率
の
い
ず
れ
か
が「
早
期
健
全
化

基
準
」以
上
の
場
合
は
、財
政
の
健

全
性
に
つ
い
て
、財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
の
自
主
的
な

改
善
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
比
率
が
悪
化
し「
財
政
再

生
基
準
」以
上
の
場
合
は
、財
政
破

た
ん
と
み
な
さ
れ
、起
債
が
制
限

さ
れ
る
な
ど
の
国
の
関
与
が
強
ま

り
、財
政
再
生
計
画
を
策
定
す
る

な
ど
の
改
善
努
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

市
の
財
政
の
健
全
性
に
関

す
る
比
率
の
算
定
結
果

■
健
全
化
判
断
比
率

　

平
成
20
年
度
決
算
な
ど
に
基
づ

く
市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、左

の
表
１
の
と
お
り
、い
ず
れ
も
早

期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回

り
、財
政
運
営
が
健
全
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率
…
市
の
一
般
的

な
歳
入
規
模
を
示
す
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
一
般
会
計
な
ど
の
実

質
赤
字
額
の
割
合
は
、赤
字
額
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、比
率

は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

○
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
す
べ
て
の
会
計

の
実
質
赤
字
額
の
割
合
は
、赤
字

額
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

○
実
質
公
債
費
比
率
…
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
市
の
借
金
返
済
額

と
多
摩
川
衛
生
組
合
な
ど
の
一
部

事
務
組
合
の
借
金
返
済
額
の
う
ち

市
の
負
担
分
な
ど
の
割
合
は
、平

成
18
〜
20
年
度
３
年
間
の
平
均
で

７
・
６
％
で
す
。早
期
健
全
化
基
準

は
25
・
０
％
で
す
の
で
３
分
の
１

以
下
の
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す

○
将
来
負
担
比
率
…
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
一
部
事
務
組
合
や
第

三
セ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
む
市
が
将

来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の

大
き
さ
の
割
合
は
、負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
基
金
や
返
済
に
充
て

る
歳
入
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、計
算
上
、将
来
負
担
見
込
額
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、比
率

は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

■
資
金
不
足
比
率

　

事
業
の
規
模
に
対
す
る
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
資
金
の
不
足
額

の
割
合
は
、資
金
不
足
額
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、左
の
表
２

の
と
お
り
、比
率
は
算
定
さ
れ
ま

せ
ん
。

◆一般会計補正予算の内訳◆
歳入

科　　目 補正前の額 補 正 額 補正後の額
地 方 譲 与 税 4億4410万9千円 0千円 4億4410万9千円
自動車取得税交付金 3億4958万3千円 1千円 3億4958万4千円
使用料及び手数料 21億6038万8千円 43万2千円 21億6082万円 　
国 庫 支 出 金 83億6394万8千円 6億1316万3千円 89億7711万1千円
都 支 出 金 72億3662万7千円 2億1786万5千円 74億5449万2千円
繰 入 金 37億1642万7千円 △ 9252万6千円 36億2390万1千円
繰 越 金 8億円 　　 22億3543万6千円 30億3543万6千円
諸 収 入 29億6977万9千円 1946万2千円 29億8924万1千円
歳 入 合 計 826億2000万円 　 29億9383万3千円 856億1383万3千円
歳出

科　　目 補正前の額 補 正 額 補正後の額
議 会 費 4億9675万5千円 △ 815万6千円 4億8859万9千円
総 務 費 116億 934万3千円 3億3399万8千円 119億4334万1千円
民 生 費 351億8125万5千円 8億4971万8千円 360億3097万3千円
衛 生 費 82億 646万7千円 2億6550万2千円 84億7196万9千円
労 働 費 1億4422万円 　 △ 6000万円 　 8422万円 　
商 工 費 4億3284万6千円 5838万9千円 4億9123万5千円
土 木 費 65億1739万1千円 585万8千円 65億2324万9千円
消 防 費 33億4948万3千円 1億 943万8千円 34億5892万1千円
教 育 費 114億5098万円 　 3億3696万6千円 117億8794万6千円
諸 支 出 金 2億6247万5千円 11億 212万円 　 13億6459万5千円
歳 出 合 計 826億2000万円 　 29億9383万3千円 856億1383万3千円
※地方譲与税は、補正予算の増減額が同額となっています。
※歳入・歳出合計は、補正をしない科目を含めた予算の総額です。

◆特別会計補正予算の内訳◆
会　　計 補正前の額 補 正 額 補正後の額

国 民 健 康 保 険 225億6210万円 　 8億5197万8千円 234億1407万8千円
老 人 保 健 医 療 5976万4千円 3060万9千円 9037万3千円
介 護 保 険 108億1726万3千円 2億4013万8千円 110億5740万1千円

◆平成20年度決算などに基づく比率◆
（表１）

区　分

健全化判断比率

実質赤字比率 連結実質赤字
比　　　　率

実質公債費
比　　　率 将来負担比率

平成20年度決算
などに基づく比率

－
（△6.00％）

－
（△8.28％） 7.6％ －

（△30.1％）

早期健全化基準 11.25％ 16.25％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.0％ 40.0％ 35.0％ ＊

（表２）

区　分 資金不足比率

平成20年度決算などに基づく比率 －
（△0.2％）

経営健全化基準 20.0％
※「̶」は赤字額がないことを示しています。
※ （　）内は計算により算出された参考数値で、マイナスの値は黒
字の割合、将来負担に対する余裕の程度を示しています。
※「＊」は財政再生基準がないことを示しています。
※ 資金不足比率の「経営健全化基準」は、健全化判断比率の「早期
健全化基準」に相当します。

◆緊急経済・生活支援対策事業の内訳◆
区　　　分 事業数 事業費

消 費 者 ・ 商 業 者 支 援 対 策 １事業 5838万9千円
子 育 て ・ 高 齢 者 支 援 対 策 ６事業 4億 580万6千円
疾 病 予 防 対 策 ６事業 8244万3千円
環 境 対 策 ２事業 1488万円 　
防 災 ・ 安 全 対 策 ５事業 1億1141万8千円
就 業 支 援 ・ 緊 急 雇 用 対 策 17事業 1億4370万5千円
学 校 デ ジ タ ル 化 等 備 品 整 備 対 策 ３事業 1億6635万9千円
道 路 整 備 等 公 共 工 事 対 策 14事業 2億1958万円 　
合 計 54事業 12億 258万円 　
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市税市税
487487億83198319万6千円千円
（55.955.9％）％）

民生費民生費
339339億21862186万1千円千円
（42.042.0％）％）

教育費教育費
112112億48784878万5千円千円
（13.913.9％）％）

行政サービス費用　行政サービス費用　472,832472,832円

市税
487億8319万6千円
（55.9％）

国庫支出金
123億2882万7千円（14.1％）

都支出金
66億723万8千円（7.6％）

諸収入
35億2735万1千円
（4.0％）

地方消費税交付金
26億5987万1千円
（3.0％）

市債
35億6060万円
（4.1％）

使用料及び手数料　18億7304万1千円（2.2％）

繰越金　14億7630万円（1.7％）

その他
64億6214万5千円（7.4％）

◆平成20年度　一般会計歳入・歳出決算の概況◆

歳入

歳出

民生費
339億2186万1千円
（42.0％）

教育費
112億4878万5千円
（13.9％）

歳入総額
872億7856万9千円

歳出総額
807億565万9千円

総務費
96億4842万5千円（12.0％）

衛生費
75億9966万4千円（9.4％）

土木費
90億8866万9千円（11.3％）

公債費　47億9723万円（5.9％）

その他　44億102万5千円（5.5％）

　平成20年度の市税総額は、487億8319万6千円となり、これを市
民１人当たりの金額にすると20万1072円で、前年度と比べ5307
円（2.6％）の減となっています。
　これに対して、福祉、教育、都市環境の整備などの行政サービス
費用は、一般会計と８特別会計（競走事業特別会計除く）の合計で、
市民１人当たり47万2832円となり、市税負担と比べ約2.4倍となっ
ています。

行政サービス費用　472,832円

市税負担額　201,072円

その他 18,661円（9.3％）

市民税 97,762円（48.6％）

固定資産税 84,649円（42.1％）

◆市民１人当たりの市税負担と行政サービス費用◆

基金　499億8826万7千円

市税　487億8319万6千円

市債　417億1315万8千円

0

400億円

550億円

500億円

450億円

平成16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

◆市税・市債・基金の推移◆

市債 基金市税

　市では、市税のほか、義務教育施設整備事業債などの市債を適正
に借り入れるなど、歳出の伸びに対する財源の確保をしています。
また、道路や公園の築造、老朽化による施設の改修や学校の耐震化
など、将来の財政負担に備え、計画的に基金を積み立てています。

※各科目の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。

※市債は、下水道事業特別会計分を除きます。

◆平成20年度　各特別会計歳入・歳出決算の概況◆
会　計　別 最終予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

国 民 健 康 保 険 223億1678万8千円 220億4682万9千円 98.8 212億1556万4千円 95.1
後期高齢者医療 32億5505万4千円 29億4889万6千円 90.6 29億3764万6千円 90.2
老 人 保 健 医 療 14億8052万3千円 13億8210万3千円 93.4 13億8210万2千円 93.4
介 護 保 険 108億1977万3千円 103億2298万8千円 95.4 101億  71万4千円 93.4
競 走 事 業 1077億1190万5千円 1053億4476万円 　 97.8 1051億7600万4千円 97.6
公 共 用 地 20億6648万5千円 20億7059万9千円 100.2 19億4526万1千円 94.1
下 水 道 事 業 40億6120万1千円 40億1421万8千円 98.8 40億 750万1千円 98.7
受 託 水 道 事 業 10億7170万円 　 10億3766万4千円 96.8 10億3766万4千円 96.8
火 災 共 済 事 業 962万8千円 397万5千円 41.3 217万7千円 22.6
合 計 1527億9305万7千円 1491億7203万6千円 97.6 1478億 463万6千円 96.7
※各会計・合計の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。

◆市債の状況◆
区　　　分 19年度末現在高 20年度起債額 20年度償還額 20年度末現在高

一
般
会
計

教 育 債 117億5968万2千円 6億 810万円 10億6294万1千円 113億 484万1千円

土 木 債 91億1771万4千円 17億9690万円 9億2745万円 　 99億8716万4千円

そ の 他 203億1196万1千円 20億3460万円 19億2540万8千円 204億2115万3千円

下水道事業特別会計 76億4358万5千円 1億5970万円 8億9978万4千円 69億 350万1千円

合 計 488億3294万2千円 45億9930万円 48億1558万3千円 486億1665万9千円
※「その他」は、総務債、民生債、衛生債、消防債、減税補てん債、臨時財政対策債です。

◆主な市有財産の状況◆
種　　　別 20年度末の状況 内　　　容

土 地 155万1912.69m2 庁舎、学校、公園などの敷地

建 物  63万1452.61m2 庁舎、学校、文化センターなどの建物

基 金 現 在 高 499億8826万7千円 財政調整基金、公共施設整備基金、緑化基金など

決
算
の
状
況

　

平
成
20
年
度
は
、府
中
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
と

し
て
、計
画
の
実
現
に
向
け
た
施

策
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
な
子

育
て
支
援
策
と
し
て
、認
可
外
保

育
施
設
入
所
児
童
保
護
者
補
助
金

や
私
立
幼
稚
園
入
園
料
補
助
金
の

実
施
の
ほ
か
、平
成
21
年
３
月
に

開
業
し
た
西
府
駅
周
辺
の
道
路
整

備
及
び
西
府
土
地
区
画
整
理
事
業

の
推
進
、文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
学

校
施
設
の
耐
震
化
事
業
、水
と
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備
事

業
、武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古
墳
保

存
整
備
事
業
な
ど
の
各
種
施
策
を

実
施
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、定
額

給
付
金
の
給
付
、税
制
度
の
見
直

し
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
経

済
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、き

め
細
か
な
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
で
は
、最
終
予
算
額

８
７
８
億
８
９
５
３
万
９
千
円
に

対
し
て
、収
入
済
額
は
８
７
２
億

７
８
５
６
万
９
千
円（
収
入
率
99
・

３
％
）と
な
り
、前
年
度
と
比
較
し

て
60
億
８
３
１
２
万
４
千
円（
７
・

５
％
）の
増
、支
出
済
額
は
８
０
７

億
５
６
５
万
９
千
円（
執
行
率
91
・

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
20
年
度
決
算
の
状
況

８
％
）で
、前
年
度
と
比
較
し
て
10

億
８
６
５
１
万
５
千
円（
１
・
４

％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

歳
入
で
は
、景
気
悪
化
に
よ
る

影
響
か
ら
、財
源
の
中
心
と
な
る

市
税
が
、市
民
税
の
減
に
よ
り
、前

年
度
と
比
較
し
て
市
税
全
体
で
８

億
８
７
２
８
万
９
千
円（
１
・
８

％
）の
減
と
な
り
、歳
入
総
額
に
占

め
る
市
税
の
割
合
は
55
・
９
％
と

な
っ
た
ほ
か
、税
連
動
交
付
金
で

あ
る
利
子
割
交
付
金
、配
当
割
交

付
金
、株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付

金
、自
動
車
取
得
税
交
付
金
も
前

年
度
と
比
較
し
て
全
体
で
３
億
６

９
７
５
万
１
千
円（
27
・
５
％
）の

減
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
出

　

歳
出
で
は
、前
年
度
と
比
較
し

て
、民
生
費
で
21
億
３
２
６
３
万

９
千
円（
６
・
７
％
）、土
木
費
で
28

億
８
５
３
４
万
２
千
円（
46
・
５

％
）な
ど
が
増
と
な
り
、衛
生
費
で

５
億
８
１
５
４
万
６
千
円（
７
・
１

％
）、教
育
費
で
９
億
２
２
１
万
６

千
円（
７
・
４
％
）、諸
支
出
金
で
23

億
８
０
３
３
万
９
千
円（
88 

・
９

％
）な
ど
が
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○認可外保育施設入所児童
保護者補助金や私立幼稚園
入園料補助金の実施
○西府駅周辺の道路整備及
び西府土地区画整理事業の
推進
○武蔵府中熊野神社古墳保
存整備事業の推進
○水と緑のネットワーク事
業の推進
○文化センターや小・中学
校の耐震改修の実施

平成20年度に平成20年度に
実施した主な事業実施した主な事業

　

平
成
20
年
度
決
算
が
、９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、財
政
課（
３
３
５
・
４
０
２
５
）へ
。
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お
知
ら
せ
し
ま
す

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た

監
査
委
員
に

本
村
龍
史
氏

　

９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、監

査
委
員
に
、本
村
龍
史
氏（
再
任
）

の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。任

期
は
４
年
で
す
。

　

な
お
、市
の
監
査
委
員
は
、本
村

龍
史
氏
の
ほ
か
、栁
澤
正
三
氏
、遠

田
宗
雄
氏
が
そ
の
任
に
当
た
り
ま

　

９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、府

中
市
教
育
委
員
に
、糸
満
純
一
郎

氏（
新
任
）の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。任
期
は
平
成
24
年
９
月
30

日（
日
）ま
で
で
す
。ま
た
、９
月
29

日
の
教
育
委
員
会
で
、教
育
委
員

長
に
久
芳
美
惠
子
氏
、委
員
長
職

務
代
理
者
に
崎
山　

弘
氏
、教
育

長
に
糸
満
純
一
郎
氏
が
選
出
さ
れ

教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

教
育
委
員
長
に
久
芳
美
惠
子

氏
、教
育
長
に
糸
満
純
一
郎
氏

高
齢
者
人
口
と
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
の
推
移

　

市
の
高
齢
者
人
口
は
、左
下
の

図
１
の
と
お
り
毎
年
増
加
し
、平

成
21
年
３
月
に
は
市
の
人
口
の

17
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
は
、左

下
の
図
２
の
と
お
り
、約
７
１
０

０
人
と
な
り
、高
齢
者
の
約
６
人

に
１
人
が
支
援
・
介
護
が
必
要
と

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、訪
問

介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在

宅
サ
ー
ビ
ス
と
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て

受
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

◆高齢者人口などの推移◆ （図１）

平成16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

％人

高齢者人口
高齢化率（人口に占める高齢者の割合）

（各年度３月31日現在）
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（図２）

※平成18～20年度の「要支援」は、制度改正による「要支援１」と
　「要支援２」の合計数値です。

（各年度３月31日現在）

平成16年度 17年度 18年度 19年度 20年度
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

人
8,000

731731

780780

778778

928928

998998

2,0432,043

765765

813813

809809

1,0351,035

1,0871,087

2,1812,181

817817

863863

966966

1,2851,285

1,5521,552

1,1911,191

824824

931931

1,0531,053

1,3421,342

1,6291,629

1,0921,092

858858

974974

1,0801,080

1,3281,328

1,6911,691

1,2031,203

要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１
要支援

（各年度３月31日現在）
◆介護保険サービス利用者数◆ （図３）

平成16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

人
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6,000
施設サービス

在宅サービス
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1,1131,113

◆保険給付費決算額◆
千万円

（図４）

平成16年度 17年度 19年度 20年度18年度

１人当たりの保険給付月額は、在宅サービスは約10万円、
施設サービスは約26万円
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施設サービス給付費

在宅サービス給付費

高額介護サービス費ほか

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
人
数
は
左

下
の
図
３
の
と
お
り
で
す
。

介
護
保
険
の

財
政
運
営

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
場
合
、利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
１
割
を
利
用
者
が
自
己
負
担

し
、残
り
の
９
割
は
40
歳
以
上
の

被
保
険
者
保
険
料
と
公
費
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

保
険
給
付
額（
９
割
分
）は
左
下

の
図
４
の
と
お
り
年
々
伸
び
て
い

ま
す
。平
成
20
年
度
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
１
人
当
た
り
の

保
険
給
付
月
額
は
、在
宅
サ
ー
ビ

ス
が
約
10
万
円
、施
設
サ
ー
ビ
ス

が
約
26
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
分
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
出
産
育

児
一
時
金
の
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、10
月
１
日
以
降
に
出
産

し
た
方
の
出
産
育
児
一
時
金
を
、

40
万
円
か
ら
42
万
円
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　

な
お
、産
科
医
療
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
分
べ
ん
機
関
で

出
産
を
し
た
場
合
は
、39
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

出
産
育
児
一
時
金
は
、原
則
と

し
て
市
か
ら
医
療
機
関
な
ど
に
直

接
支
払
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、保
険
年
金
課
給
付

係（
３
３
５
・
４
０
４
４
）へ
。

10
月
か
ら
開
始

国
民
健
康
保
険
税
を
公

的
年
金
か
ら
特
別
徴
収

　

７
月
に
送
付
し
た
納
税
通
知
書

が「
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
」と

な
っ
て
い
る
世
帯
主
の
方
は
、10
月

か
ら
、国
民
健
康
保
険
税
を
年
金

か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す
。

　

な
お
、納
期
限
が
９
月
以
前
分

は
普
通
徴
収
で
す
の
で
、ま
だ
納

め
て
い
な
い
方
は
、納
付
書
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、保
険
年
金
課
保
険

税
係（
３
３
５
・
４
０
５
５
）へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ

の
助
成
・
専
門
家
派
遣

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、市
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
助
成
と
専
門
家
の
派

遣
を
行
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成

▽
対
象 

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
団
体

○
３
人
以
上
の
市
民
で
構
成
さ

れ
、規
約
や
会
則
な
ど
に
基
づ
き

継
続
的
に
組
織
運
営
し
て
い
る
こ

と○
地
域
別
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
案

と
な
る
事
項
、ま
た
は
地
区
計
画

な
ど
の
原
案
の
届
け
出
に
関
し
て

活
動
し
て
い
る
こ
と

▽
助
成
額 

消
耗
品
費
、印
刷
費
、

郵
便
料
、会
場
使
用
料
な
ど
の
経

費
の
５
分
の
４（
限
度
額
20
万
円
）

■
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
の
派
遣

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
状
況
を
把

握
し
、課
題
の
整
理
や
目
標
・
取
組

方
針
な
ど
の
技
術
的
助
言
・
指
導

を
行
う
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
の
登
録

　

都
市
計
画
、建
築
な
ど
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
専
門
的
知
識
・

実
務
経
験
が
あ
り
、地
域
ま
ち
づ

く
り
に
協
力
で
き
る
方
を
ま
ち
づ

く
り
専
門
家
と
し
て
登
録
し
ま

す
。

◇　
　

◇　
　

◇

▽
申
込
み 

決
め
ら
れ
た
用
紙

（
市
役
所
７
階
計
画
課
に
用
意
）

で
、計
画
課
へ

▽
問
合
せ 

計
画
課
地
域
ま
ち
づ

く
り
担
当（
３
３
５
・
４
４
３
１
）

介
護
保
険
料
の
納
付

　

介
護
保
険
制
度
は
、介
護
が
必

要
な
方
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う

社
会
保
険
制
度
で
す
。市
で
は
、保

険
料
の
収
納
率
の
低
下
を
防
ぐ
た

め
、督
促
・
催
告
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、保
険
料
の
未
納
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、サ
ー
ビ

ス
費
用
の
１
割
が
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
が
、保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
と
、保
険
料
未
納
の
期
間
に

応
じ
て
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
、

自
己
負
担
の
割
合
が
増
加
す
る
な

ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。制
度

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、保

す
。

　

問
合
せ
は
、監
査
事
務
局（
３
３

５
・
４
４
９
７
）へ
。

（
敬
称
略
）

■
監
査
委
員

▽
本
村
龍
史（
小
柳
町
２
の
16
／

57
歳
／
税
理
士
）

ま
し
た
。教
育
委
員
長
と
委
員
長

職
務
代
理
者
の
就
任
は
10
月
１
日

付
で
す
。

　

問
合
せ
は
、総
務
課
総
務
係（
３

３
５
・
４
４
２
４
）へ
。（

敬
称
略
）

■
教
育
委
員

▽
糸
満
純
一
郎（
幸
町
２
の
32
／

60
歳
）

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、特
に
生
活
が
困
窮
し
、保

険
料
の
全
額
納
付
が
困
難
な
方

で
、一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
は
、保
険
料
の
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、平
成
12
年
４
月
か
ら
始
ま
り
、９
年
が
経
過
し
ま

し
た
。最
近
の
高
齢
者（
65
歳
以
上
）人
口
の
変
化
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係（
３
３
５
・
４
０
２
１
）へ
。
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高
齢
者
の
方
な
ど
に

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

▽
期
間 

10
月
15
日（
木
）か
ら
平

成
22
年
１
月
31
日（
日
）／
接
種
時

間
は
左
の
表
の
各
協
力
医
療
機
関

の
診
療
時
間
内

▽
対
象 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、接
種
を
希
望
す
る
方

①
接
種
時
に
65
歳
以
上
の
市
民

②
接
種
時
に
60
〜
64
歳
で
心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
、ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
障
害
で
、身
体
障
害
者
手
帳

１
級
の
市
民

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
費
用 

２
２
０
０
円

※
接
種
時
に
、健
康
保
険
証
、医
療

受
給
者
証
、高
齢
受
給
者
証
、後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
い
ず

れ
か
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。な

お
、②
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳

が
必
要
で
す
。

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
接
種
を

希
望
す
る
方
は
、接
種
時
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
接
種

券（
市
役
所
６
階
生
活
援
護
課
に

用
意
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ 

保
健
セ
ン
タ
ー

分
館
成
人
保

健
係（
３
６
８
・
６
５
１
１
）

早
期
発
見
が
大
切
で
す

胃
が
ん
検
診

▽
日
程　

12
月
１
日（
火
）・
３
日

（
木
）・
７
日（
月
）・
９
日（
水
）・
11

日（
金
）・
15
日（
火
）・
17
日（
木
）・

22
日（
火
）、平
成
22
年
１
月
６
日

（
水
）・
８
日（
金
）・
12
日（
火
）・
18

日（
月
）・
26
日（
火
）・
28
日（
木
）の

午
前
中

▽
会
場 

都
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

（
武
蔵
台
２
の
９
）

▽
対
象 

昭
和
55
年
３
月
31
日
以

前
生
ま
れ
の
市
民

※
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
食
道
、胃
、十
二
指
腸
な
ど
の
手

術
を
受
け
た
方
、ま
た
は
現
在
、病

気
治
療
中
、経
過
観
察
中
の
方

○
妊
娠
中
、ま
た
は
そ
の
可
能
性

の
あ
る
方

○
過
去
１
年
以
内
に
手
術
を
し
た

方
、ま
た
は
心
臓
病
や
脳
血
管
疾

患
を
発
病
し
た
方

○
重
度
の
病
気
で
治
療
中
の
方

○
腸
閉
そ
く
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
方

○
過
去
に
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
ア

レ
ル
ギ
ー
過
敏
症
状
が
あ
っ
た
方

○
自
力
で
立
ち
続
け
る
こ
と
、ま

た
は
撮
影
台
の
手
す
り
を
自
分
で

つ
か
む
こ
と
が
困
難
な
方

○
職
場
な
ど
で
受
診
の
機
会
が
あ

る
方

〇
技
師
の
指
示
に
従
っ
て
ス
ム
ー

ズ
に
動
く
こ
と
が
困
難
な
方

▽
定
員 

６
０
０
人（
抽
せ
ん
）

▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
の

Ｘ
線
間
接
撮
影

▽
申
込
み 

10
月
17
日（
土
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）に
、往
復
は
が

き（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、性
別
、電
話

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

建
築
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
す
み
よ
い
安
全
な
ま
ち
に

違
反
建
築
防
止
週
間

　

10
月
11
日（
日
）か
ら
17
日（
土
）

は
、「
違
反
建
築
防
止
週
間
」で
す
。

建
築
基
準
法
に
は
、国
民
の
生
命
・

健
康
・
財
産
を
守
る
た
め
、地
震
や

火
災
な
ど
に
対
す
る
安
全
性
や
建

築
物
の
敷
地
、周
囲
の
環
境
な
ど

に
つ
い
て
必
要
な
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
建
築
物
は
構
造
的
に
地
震

な
ど
の
災
害
に
弱
い
場
合
が
あ

り
、大
切
な
生
命
や
財
産
を
失
う

だ
け
で
な
く
、周
囲
に
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。ま
た
、

是
正
指
導
を
受
け
た
場
合
、建
築

主
な
ど
が
自
分
の
費
用
と
責
任
で

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

違
反
建
築
は
、建
築
主
な
ど
が

法
令
を
遵
守
し
て
建
築
し
よ
う
と

す
る
意
識
が
あ
れ
ば
、防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、建

築
の
手
続
き
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
、建
築
指
導
課
建
築

監
察
係（
３
３
５
・
４
４
７
８
）へ
。

■
建
築
の
手
続
き
の
流
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手
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工
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地
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見
や
す
い
と
こ
ろ
に
確
認
が
あ
っ

た
旨
の
表
示
を
す
る

○
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間
検
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「
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間
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査
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○
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了
検
査
…
完
成
後
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了
検

査
を
受
け
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検
査
済
証
」の
交
付

を
受
け
る

医療機関名 所 在 地 電話番号 医 療 機 関 名 所 在 地 電話番号
朝 日 町 ク リ ニ ッ ク 朝日町２の28 ３５２・５２３３ 武 蔵 野 医 院 清水が丘３の８ ３６１・４４６０
新 谷 医 院 朝日町２の30 ３６１・９４１９ 野 本 医 院 是　政１の５ ３６３・２７３６
中 島 整 形 外 科 医 院 白糸台２の５ ３６６・２５５７ さ と み ク リ ニ ッ ク 是　政２の３ ３４０・８６８８
康 野 診 療 所 白糸台２の10 ３６５・３６６６ 共 済 会 櫻 井 病 院 是　政２の36 ３６２・５１４１
白 糸 台 皮 ふ 科 白糸台３の２ ３６３・１１１２ 平 林 医 院 是　政５の４ ３６５・３５５０
ふの内科クリニック 白糸台３の８ ３５８・８１２８ 南 町 医 院 南　町４の31 ３６０・２６１１
慈 秀 病 院 白糸台３の16 ３６９・１５１１ 近 藤 医 院 本　町１の１ ３６１・７７３８
笠 間 産 婦 人 科 医 院 白糸台３の50 ３６６・８８２８ 久 米 井 医 院 本　町２の25 ３６１・７８４８
品 田 医 院 押立町１の24 ３６８・５５９８ 加 藤 内 科 本　町４の12 ３６６・２２７７
い づ み 内 科 押立町４の９ ０４２・４９０・３０３１ 草 間 医 院 片　町３の３ ３６２・７７６７
ながた内科クリニック 小柳町２の12 ３６９・０７０７ 若 林 医 院 片　町３の21 ３６２・１６１１
野 々 田 小 児 科 内 科 小柳町３の32 ３６９・２５６１ す み れ ク リ ニ ッ ク 片　町３の26 ０４２・４０１・８４６１
喜 楽 会 ク リ ニ ッ ク 若松町２の４ ３６９・１１６１ 府中脳神経外科診療所 宮西町１の14 ３６０・７６５５
小木曽内科眼科医院 若松町２の５ ３３６・３８４８ 宮 西 ク リ ニ ッ ク 宮西町２の４ ３６２・５８３３
東 府 中 病 院 若松町２の７ ３６４・０１５１ 真 鍋 眼 科 宮西町３の21 ３６１・２９１２
ほ さ か ク リ ニ ッ ク 若松町３の２ ３５８・９９０１ 村 上 医 院 宮西町５の２ ３６１・２０７１
え は ら 医 院 若松町３の35 ３３６・７６７６ 寿町腎・内科クリニック 寿　町１の１ ３６１・５７５０
田 口 医 院 浅間町３の３ ３６１・９５１８ 赤 澤 ク リ ニ ッ ク 寿　町１の１ ３５８・２２５５
森 田 小 児 科 医 院 天神町１の１ ３６６・１０５０ 津久井内科おなかクリニック 寿　町１の１ ３０６・５８２８
天 神 町 ク リ ニ ッ ク 天神町１の11 ３６１・５５０５ 大 阿 久 医 院 寿　町３の２ ３６８・２４３５
梅 田 内 科 医 院 天神町１の28 ３６５・１４５８ ジェイタワークリニック 日鋼町１の１ ３３０・７３１８
新 町 ク リ ニ ッ ク 新　町１の55 ３５４・１８７８ 今 井 内 科 眼 科 医 院 晴見町１の17 ３６１・４６１３
富 谷 整 形 外 科 医 院 新　町１の58 ３６４・００８３ 府 中 医 王 病 院 晴見町１の20 ３６２・４５００
金 田 医 院 新　町１の63 ３６２・８６０３ 高 野 医 院 晴見町３の11 ３６１・９５７８
水 野 小 児 科 医 院 新　町２の39 ３６３・２７２７ 小 泉 医 院 栄　町１の25 ３６１・５０４９
府 中 新 町 医 院 新　町２の64 ３６７・２１２２ 協 和 診 療 所 栄　町２の10 ３６１・３２９６
河 村 医 院 新　町３の12 ３６１・６８２５ 高橋内科クリニック 栄　町２の11 ３６９・３８５５
若 栗 医 院 幸　町１の35 ３６１・３１８１ 元 町 内 科 診 療 所 栄　町３の22 ３６１・９４７８
幸町産婦人科診療所 幸　町２の13 ３６１・５０４３ 堀 川 医 院 武蔵台１の20 ０４２・５７５・７８５７
杉本内科消化器科小児科 府中町１の１ ３６８・５８１４ 根 岸 病 院 武蔵台２の12 ０４２・５７２・４１２１
片 山 ク リ ニ ッ ク 府中町１の８ ３６６・２７９１ 前田内科・循環器科 武蔵台３の２ ３２１・０２０６
三ツ木内科クリニック 府中町１の11 ３３３・９５９５ 浅 川 医 院 北山町２の18 ０４２・５７２・３８１２
府 中 駅 前 耳 鼻 科 府中町１の12 ３６７・４０２５ 河 合 ク リ ニ ッ ク 西原町２の18 ０４２・５８０・４５００
なのはなクリニック 府中町１の12 ３５８・４１５８ 杉原整形外科クリニック 西原町２の18 ０４２・５０１・９２３１
府 中 診 療 所 府中町１の13 ３６５・０３２１ 西原町脳神経外科クリニック 西原町２の18 ０４２・５７１・９５７１
岩 田 医 院 府中町１の25 ３６４・７３２６ 野 崎 医 院 西原町４の28 ０４２・５７２・９６２１
貝原レディースクリニック 府中町２の５ ３５２・８３４１ 奥 島 病 院 美好町１の22 ３６０・００３３
いしい内科・小児科 府中町２の13 ３５２・３０３０ 繁 田 小 児 科 医 院 美好町２の20 ３６６・０５６６
河 野 ク リ ニ ッ ク 府中町２の13 ３６９・３６１０ 分 倍 医 院 美好町３の３ ３６１・４７２２
木 田 医 院 府中町２の22 ３６８・５６８８ 武 藤 医 院 分梅町１の10 ３６５・１７０１
府 中 ク リ ニ ッ ク 緑　町１の３ ３６６・５４８３ みね内科クリニック 住吉町１の30 ３０２・８５５０
白 倉 医 院 緑　町１の18 ３６０・０１０２ 中河原内科クリニック 住吉町１の84 ３５１・０２６７
ミドリ・クリニック 緑　町１の23 ３５２・２０６０ 日 野 ク リ ニ ッ ク 住吉町２の15 ３３０・３６００
赤須内科クリニック 緑　町２の17 ３３４・０７８０ 島 中 整 形 外 科 住吉町４の10 ３６６・２７１７
大 崎 医 院 緑　町３の３ ３６１・３１６９ 井 手 医 院 住吉町４の15 ３６１・９４５８
もとじ内科クリニック 宮　町１の22 ３５２・６３５０ 石 田 医 院 住吉町５の１ ３３４・２２２３
府中あおばクリニック 宮　町１の40 ３６１・５５９５ 府 中 恵 仁 会 病 院 住吉町５の21 ３６５・１２１１
松 尾 医 院 宮　町３の２ ３６１・３２６３ 呉 医 院 四　谷１の３ ３６２・６２７１
平 山 内 科 医 院 八幡町１の７ ３６１・７７６９ 府中よつやクリニック 四　谷３の37 ３３６・７２２２
おおば内科泌尿器科クリニック 清水が丘１の１ ０４２・４０１・２１３４ 府中日新町内科クリニック 日新町５の53 ３６９・３６００
久 米 医 院 清水が丘２の３ ３３５・１５１５ 中村内科クリニック 西府町２の12 ３６２・２１１２

◆インフルエンザ予防接種協力医療機関◆

■秋の植木即売会　10月16日（金）か
ら11月３日（祝）午前10時～午後４時
　大國魂神社／雨天中止／内容は果
樹・植木・草花・花木類の販売／問合せ
は東京緑化連盟・大谷あて（361・8809）
へ

■全日本音楽教育研究会全国大会～
東京大会　11月５日（木）午前９時～
午後４時半　府中の森芸術劇場／対
象は市民／無料／内容は新学習指導
要領に基づいた公開授業、伝統音楽の
演奏ほか／問合せは四中（363・9124）へ

■都立府中朝日特別支援学校学校
公開　11月５日（木）午前９時10分
～正午　同校（朝日町３の14）／対
象は市民、市内在学・在勤の方／内
容は授業公開と懇談会／問合せは
同校・鷹野あて（335・6111）へ
■都市農地保全自治体フォーラム
　10月20日（火）午後１時15分～４
時　都庁大会議場／対象は都民、
都内で農業を営んでいる方／無料
／内容は講演「都市農地の今日的
役割と保全に必要な法整備」、地元
特産物・パネル展示ほか／講師は
蔦谷栄一氏（農林中金総合研究所
特別理事）／主催は都市農地保全
推進自治体協議会／当日直接会場
へ／問合せは練馬区都市農業課
（03・5984・4759）へ
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かんきょう塾
「府中の農を知る」

▽日時 10月24日（土）午後１時～４時
半
▽会場 市役所北庁舎３階会議室
▽対象 市民、市内在勤・在学の方（小
学生以下は保護者同伴）
▽定員 先着40人
▽費用 無料
▽内容 ワークショップによる献立作
り、府中農業の現状から地産地消につ
いて考える
▽講師 小林清秀氏（府中市農業委員
会会長）
▽申込み 10月13日（火）から電話、ま
たはＦＡＸ（３６１・００７８）で環境
政策課へ
▽問合せ 環境政策課環境改善係（３
３５・４１９６）

ＰＴＡ家庭教育学級
「ピアノに感謝・人に感謝」
▽日時 10月31日（土）午後２時～４時
▽会場 六小体育館
▽対象 高校生以上の方
▽入場 自由（無料）
▽内容 ピアノ演奏と講演「自らの生
いたち、母との心に残る思い出」
▽講師 島筒英夫氏（作曲家）

▽主催 六小・新町小・五中ＰＴＡ
※上履き、靴を入れる袋、筆記用具を
持参してください。
▽問合せ 生涯学習セン

ター企画係（３３
６・５７１１）

今すぐ始められるライフスタイル
を変えないアンチメタボ術

▽日時 11月10日（火）午後１時半～
３時
▽会場 保健セン

ター分館
▽定員 先着40人
▽費用 無料
▽内容 簡単にできるメタボリック
シンドローム予防のポイント
▽講師 保健師ほか
▽申込み 10月13日（火）から電話で
保健セン

ター分館へ
※託児を希望する方は、申込み時に
ご相談ください。
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係
（３６８・６５１１）

ご利用ください
「くらしの豆知識」

　日常生活に役立つ情報を載せた
「くらしの豆知識」を、無料で配布し
ています。
▽配布場所　市役所１階市民相談
室・４階経済観光課、各文化セン

ター、市政

情報セン
ター、消費生活相談室（スクエア

21・女性セン
ター内）

※各配布場所に在庫がなくなり次第
配布を終了します。
▽問合せ 経済観光課消費生活係
（３３５・４１２４）

西府土地区画整理事業の
事業計画変更案の縦覧

▽期間 10月13日（火）から26日（月）
午前８時半～午後５時
▽場所 府中駅北第２庁舎７階西府
駅周辺整備担当
※利害関係のある方は、11月９日
（月）まで、都知事に意見書を提出で
きます。
▽問合せ 西府駅周辺整備担当（３
６８・７５９２）

地区図書館臨時休館の
お知らせ

　10月20日（火）・21日（水）は、蔵書点
検のため、西府・新町・是政図書館を
臨時休館します。
　問合せは、西府図書館（３６０・８
９９８）、新町図書館（３６０・６３３
６）、是政図書館（３６０・２８８２）
へ。

ラリーテニス大会

▽日時 11月３日（祝）午前９時～午後
３時
▽場所 郷土の森総合体育館
▽対象 16歳以上の市民
▽費用 無料
▽申込み 10月20日（火）までに、決め
られた用紙（市役所８階生涯学習ス
ポーツ課、郷土の森総合・各地域体育館
に用意）で、生涯学習スポーツ課、また
は郷土の森総合・各地域体育館へ
▽問合せ 生涯学習スポーツ課スポー
ツ振興係（３３５・４４７７）

■ＮＰＯ・ボランティアとの協働推進
懇談会
　10月13日（火）午前10時　府中ＮＰ
Ｏ・ボランティア活動セン

ター／傍聴希望の
方（先着５人）は当日直接会場へ／問合
せは市民活動支援課支援係（３３５・４
０３５）へ
■都市計画審議会
　10月19日（月）午前10時　教育セン

ター／傍
聴希望の方（先着10人）は当日直接会場
へ／問合せは計画課地域まちづくり担
当（３３５・４４３１）へ
■食育推進計画検討協議会
　10月26日（月）午前10時　保健セン

ター分館
／傍聴希望の方は当日直接会場へ／問
合せは同セン

ター分館母子保健係（３６８・５
３３３）へ

■関東連合若鳶会「纏・梯子パレー
ド」　10月12日（祝）午前９時～11時
50分　けやき並木周辺／内容はまと
い65本、はしご15本を使ったまとい
と木遣りのパレード／問合せは大久
保宅（365・5847）へ
■押立公園地域リサイクルフェスタ
　11月１日（日）午前10時～午後３時
　押立公園／雨天の場合は８日（日）
／内容は日用品雑貨、衣類などの販
売／駐車場なし／主催は車返地域の
リサイクルを考える会／問合せは車
返住宅管理事務所（365・5175）へ、平
日の午前９時～午後５時に
■お口の健康まつり　10月18日（日）
午前10時～午後４時　府中市歯科医
師会館／対象は市民／無料／内容は
歯科健診、相談／当日直接会場へ／
問合せは同会（364・6404）へ
■琴伝流大正琴「琴香会」発表会　10
月22日（木）午後零時半　府中の森芸
術劇場／無料／曲目は「懐かしのボ

レロ」「北上夜曲」「故郷」「アメージン
グ・グレイス」／問合せは同会・越智
あて（042・663・9852）へ
■けやき囲碁大会　①10月18日（日）・
②24日（土）・25日（日）午前10時～午
後４時半　府中グリーンプラザ／各
回先着100人／費用1000円、高校生以
下500円／内容は①級位者個人戦、②
有段者・無差別個人戦／申込みは電
話、またはＦＡＸで囲碁を楽しむ会
へ／問合せも同会（314・3433＝ＦＡ
Ｘ同番）へ
■けやき平和チャリティーコンサー
ト　10月23日（金）午後６時半　府中
の森芸術劇場／入場料大人2000円、
小学～高校生1500円、未就学児無料
（全席自由）／出演は天羽明惠（ソプ
ラノ）、青谷充子（パイプオルガン）、
けやき混声合唱団ほか／問合せは同
会・村川あて（368・3648）へ
■府中ピアノ指導者協会ピアノ発表
会　10月25日（日）午前10時　府中の
森芸術劇場／無料／内容はピアノ教
室生徒による発表会／問合せは同
会・佐々木あて（361・4755）へ
■ソシャールダンス無料体験　11月
10日・17日・24日（火）午後７時～９時
　武蔵台文化セン

ター／講師は佐伯由美子
氏（日本舞踏協会講師）／主催はダイ
ヤステップサークル／当日直接会場
へ／問合せは浦沢宅（321・7721）へ
■法テラス・弁護士会の無料法律相談
会　10月29日（木）午後１時半～４時
40分　スクエア21・女性セン

ター／対象は市
民、市内在勤・在学の方／先着10人／内
容は相続、金銭貸借、離婚、不動産賃借
などの相談（１人30分程度）／相談員は
弁護士／主催は日本司法支援セン

ター東京地
方事務所多摩支部／申込みは10月13

日（火）から電話で市役所市民相談室
（366・1711）へ（土・日曜日を除く）／問
合せは同支部（050・3383・5312）へ
■司法書士による登記・法律無料相
談　10月18日（日）午前10時～午後４
時　府中グリーンプラザ／内容は相
続、登記、民事事件、成年後見、多重債
務問題などの相談／主催は東京司法
書士会府中支部／問合せは司法書士
清水輝明事務所（366・4588）へ
■相続・遺言セミナー・相談会　10月
17日（土）午後１時半～４時半　中央
文化セン

ター／先着20人／無料／相談員は
行政書士・社会保険労務士・ファイナ
ンシャルプランナー／主催は多摩市
民法務支援セン

ター／申込み・問合せは同
支援セン

ター事務局（050・5538・4977）へ
■なかまマリッジサポート～無料結
婚相談会　10月25日、11月22日、12月
27日、平成22年１月31日（日）午前10
時～午後６時　ルミエール府中／内
容はカウンセラーによる結婚の悩
み・不安相談／主催は武蔵府中法人
会／申込み・問合せはなかまマリッジ
サポート事務局（03・3779・1631）へ
■出なおし英語勉強会　10月20日・27
日（火）午後６時～８時半（全２回）　府
中ＮＰＯ・ボランティア活動セン

ター／先着
15人／費用2000円／内容は文法を重
視した英会話を学ぶ／主催はアイ
ティ・アカデミーグループ／申込み・問
合せは同会・藤澤あて（302・9560）へ
■市民のためのメンタルヘルス講座
「地域の中でのメンタルクリニック
の仕事」　10月29日（木）午後１時半
～３時　中央文化セン

ター／先着80人／無
料／講師は吉沢　順氏（精神科医師）
／主催は府中精神保健福祉協議会／
当日直接会場へ／問合せは地域生活

支援セン
タープラザ（358・2288）へ

■ちびっこマネー教室　10月25日、
11月15日、12月13日（日）午前10時～
11時半（全３回）　スクエア21・女性
セン
ター／対象は６～10歳の方（保護者同
伴可）／先着15人／費用1500円／内
容はお金の仕組みや役割を学び、お
こづかいゲームを通して金銭感覚を
養う／主催は女性と市民のためのＦ
Ｐ研究会／申込みは電話、またはＦ
ＡＸで長曽我部宅へ／問合せも同宅
（336・6690＝ＦＡＸ同番）へ、夜間に
■サッカー４級審判更新講習会　11
月８日（日）午後４時～８時　生涯学
習セン

ター／対象は平成21年度サッカー４
級を所有し、平成22年度の資格を希
望する方／先着50人／費用5500円
（アンダー18・15審判は3500円）／講
師は東京都サッカー協会審判委員会
役員／申込みは電話、またはＦＡＸ
（050・3488・4526）で府中市サッカー
連盟・二瓶あてへ／問合せも同あて
（090・8890・2681）へ
■スキーのためのトレーニング　11
月の毎週金曜日　午後７時～８時半
（全４回）　一中武道場／先着30人／
費用1500円／主催は府中市スキー連
盟／申込み・問合せは山木宅（302・90
90）へ、夜間に
■群馬県玉原高原バスハイク　10月
25日（日）午前６時45分～午後７時　
分倍河原駅南口ロータリー集合／先
着30人／費用大人5000円、中学・高校
生4000円、小学生以下無料（保険料含
む）／登山靴、歩きやすい服装、雨具、
昼食持参／主催は府中市勤労者山岳
連盟／申込みは電話、またはＦＡＸ
（366・2287）で同連盟・陶山あてへ／
問合せも同あて（090・1817・1432）へ

▲

お
手
元
に
１
冊
あ
る
と
便
利
で
す

　「ひろば」欄は、市民の皆さん

のグループ活動で、市が共催・後

援・協賛する催しや市内の会場で

行われる催し、団体の会員募集な

どを掲載します。

　掲載内容は、当事者間で責任を

お持ちください。

　掲載の申込みは、発行日（１日・

11日・21日）の約１か月前まで（必

着）に、登録団体は登録窓口の課

へ、新規に活動を始める団体は市

役所２階広報課へ。

　問合せは、広報課広報担当（３

３５・４０１９）へ。
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　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日時は下の表のとおり　語
学室（「多摩発・遠隔生涯学習講座」は
パソコン学習室）／対象は平成６年４
月１日以前生まれの市民、市内在勤・在
学の方／定員各30人／無料／申込みは
各講座の初回の前日まで（必着）に、は
がき、またはＦＡＸ（336・5709）に希望
講座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電
話番号を記入して、当セン

ター学習事業係へ
／電子申請、講座応募箱での申込み可
／定員を超えた場合のみ参加の可否を
連絡

生涯学習セミナー受講生募集

①教養セミナー

■市民企画講座「グローバル化するイ
スラーム」／Ｆ
　日程・内容・講師は下の表のとおり 
　講堂／対象は平成６年４月１日以前
生まれの方／定員290人（抽せん）／費
用1500円（受講料）

②実技セミナー

■ふちゅうカレッジ市民企画講座「親
子木工作教室」
　11月７日（土）・８日（日）午前９時半
～午後３時半（全２回）　工房１ほか／
対象は小学４年～中学生と保護者／定
員６組（抽せん）／費用１組500円（教材
費）／内容はふた付き筆箱作り／講師
はかとうしんじ氏（木工屋代表）
■ふちゅうカレッジ市民企画講座
「しゃべれれば歌える」／Ｆ
　11月13日から12月11日の毎週金曜日
　午後２時～４時（全５回）　小ホール
／対象は平成６年４月１日以前生まれ
の市民／定員30人（抽せん）／費用2500
円（受講料）／内容は発声法やステップ
の基礎を学び、ミュージカルを体験す
る／講師は門田百合子氏（桐朋学園芸
術短期大学講師）／託児（１歳～就学前
の幼児12人）希望の方は、幼児の氏名・
生年月日も記入　
■デジタルカメラ編集入門／Ｆ
　11月16日（月）・17日（火）午後１時半
～４時半（全２回）　パソコン学習室／

対象は平成６年４月１日以前生まれ
の市民で、パソコンの基本操作・文書
作成ができる方／定員19人／費用
1100円（受講料）／講師はシルバー人
材セン
ター登録講師／デジタルカメラ持参
／申込み多数の場合は初めての方を
優先して抽せん

◇　　　◇　　　◇
　申込みは①10月31日（土）・②19日
（月）まで（当日消印有効）に、①はが
き、②往復はがき（１人・１組１枚）に
希望講座名、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、返信用あて名を記入
して、当セン

ター学習事業係へ

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■自然講座「多摩川中流域の野鳥ガ
イド」
　11月20日から12月11日の毎週金曜
日　午後２時～３時半（全４回）　本
館大会議室／対象は16歳以上で全回
出席できる方／定員30人（抽せん）／
費用1000円／内容は多摩川中流域
の自然環境の紹介と野鳥の解説／申
込みは11月13日（金）まで（当日消印
有効）に、往復はがきに住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号、返信用あて
名を記入して、当館「自然講座」係へ
■わらぞうり教室
　10月18日（日）午後１時～３時　ふ
るさと体験館／先着10人／費用1000
円／小学４年生以下は保護者同伴／
申込みは電話で当館へ
■フリーマーケット出店者募集
　11月14日（土）・15日（日）午前９時
～午後３時　園内／雨天中止／対象
は営利を目的としない個人、または
グループ／各日60区画（抽せん）／出
店料１区画1000円／内容は家庭で
不用になった生活用品の販売／申込
みは10月31日（土）まで（必着）に、は
がきに出店希望日・区画数（２区画ま

で）、代表者の住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、参加人数、主な取扱品目を
記入して、当館へ

　３３６・３３７１

■ワークショップ「グルー・ドローイ
ング」
　11月１日（日）午前10時半～午後４
時半　創作室／対象は小学生以上の
方（小学１・２年生は保護者同伴）／
定員20人（抽せん）／費用500円（材料
費）／内容は接着剤を使って絵を描
く／講師はチャールズ・ウォーゼン
氏（彫刻家）／申込みは10月20日（火）
まで（当日消印有効）に、往復はがき
（１人１枚）に住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、返信用あて名を記入
して、当館「グルー」係へ

・中央図書館　３６２・８６４７

■日本・オーストリア交流記念コン
サート
　10月31日（土）午後２時10分～４時
　コンベンションホール飛鳥／対象
は小学生以上の方／先着270人／無
料／内容はモーツァルトやシューベ
ルトの作品演奏／出演はカルテット
ソレイユ、出井則太郎（テノール）／
申込みは電話で、または直接中央図
書館へ

　３３０・２０１０

■介護予防講座「楽しく身につく栄養
講座」
　10月21日（水）・29日（木）午前10時～
正午／対象は65歳以上の市民／各日先
着10人／費用300円／内容は秋を楽し
む家庭料理の調理実習／講師はヘルス
メイト府中21会員／申込みは電話で当
セン
ターへ
■柔道整復師による転倒予防教室
　11月７日から平成22年１月30日の毎
週土曜日（１月２日を除く）　午後２時
～４時（全12回）／対象は介護保険の認
定を受けていない65歳以上の市民／定
員20人（抽せん）／費用1500円／内容は
柔道の型を取り入れた体操ほか／講師
は府中市接骨師会会員／申込みは10月
26日（月）まで（必着）に、はがきに住所、
氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号を
記入して、当セン

ターへ

　３６０・１３１２／ FAX３６８・６１２７

心身障害者福祉セン
ター「きずな」

■心身障害者福祉センターまつり
　11月３日（祝）午前10時～午後３時／
無料／内容は障害疑似体験、手話講習
会、活動紹介、模擬店、講演会「出掛けて
みての喜怒哀楽」（午前11時）ほか／当
日直接当セン

ターへ

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

■はじめの一歩～「夢バンク」ボラン
ティア教室
　10月26日（月）午後１時半～４時　６
階会議室／対象はこれから市内でボラ
ンティア活動を始めようと思っている
方／内容はボランティア活動時の心構
え、趣味や特技の生かし方、車いすの扱
い方／申込み・問合せは府中ボラン
ティアセン

ターへ

講座名 日　時 全回数

カラーセラ
ピーの世界

11月７日・21日・28日、12
月５日・12日・19日（土）午
前10時～11時50分

６

多摩発・遠隔
生涯学習講座

11月10日（火）午前10時～
11時40分・17日（火）午前
10時～11時半

２

中高年の健康
登山

11月11日（水）午前10時～
11時 １

東北の自然環
境と伝統文化

11月25日（水）午前10時～
11時50分、12月９日（水）
午前10時～11時10分

２

回 日　程 内　容 講　師

１ 11月17日（火）
世界に広がるイ
スラーム

飯塚正人氏
（東京外国語大学
教授）

２ 11月24日（火）
イスラームと西
洋のいま

内藤正典氏
（一橋大学大学院
教授）

３ 12月１日（火）
サイバースペー
スとイスラーム

保坂修司氏
（近畿大学教授）

４ 12月８日（火）
日本に住むムス
リム

店田廣文氏
（早稲田大学教授）

５ 12月15日（火）

シーア派儀礼を
めぐるグローバ
ル化の様相

山岸智子氏
（明治大学准教授）

※時間は、いずれも午後２時半～４時半。

▲チャールズ・ウォーゼン「Sea bee」

　市内と近隣地域のものづくり企業が、優れた技術・製品などを広くＰＲし、市
民の皆さんに工業への理解を深めていただく「ふちゅうテクノフェア」を開催し
ます。
　問合せは、経済観光課商工係（３３５・４１４２）、またはむさし府中商工会議
所（３６２・６４２１）へ。

▽日時 10月16日（金）・17日（土）
午前10時～午後５時
▽会場 ルミエール府中
▽入場 自由（無料）
▽内容 企業102社と高校・大学な
ど７校の出展、研究・金融・保証機
関など９団体による経営・技術・各

種助成金・未利用特許などの相談
コーナー

期間中の催し

■HONDA ASIMO実演
　10月16日（金）・17日（土）午前11時
～正午、午後１時～２時・３時～
４時／内容は二足歩行ロボット
「ASIMO」の実演・記念撮影／混
雑時は入場制限あり
■ものづくりセミナーin府中
　10月16日（金）午前10時半～正
午／内容は都立産業技術研究セン

ター

による製品開発に役立つ技術の
紹介
■講演会「中小企業のための環
境経営について～エコステージ

などの有効活用」
　10月16日（金）午後２時～３時半／
講師は鈴木和男氏（KAZコンサル
ティング代表取締役社長）
■星の宅配便・モバイルプラネタリ
ウム
　10月16日（金）午前10時～午後５時
／内容は移動式プラネタリウムによ
る星空上映
■スタンプラリー
　10月16日（金）・17日（土）／各日先
着100人／内容は５つのトライポイ
ントにあるクイズに挑戦／３つ以上
正解された方に記念品あり▲様々な技術・製品に触れられます

▲

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

1010月月1616日日●●金・1717日日●●土
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。
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、興
味
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関

心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
給
食
展
・
大
試
食
会
」を
開
催
し
ま
す
。

心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
給
食
展
・
大
試
食
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
３
６
５
・
２
６
５
５
）へ
。

　

問
合
せ
は
、第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
３
６
５
・
２
６
５
５
）へ
。

○使用食器の移り変わりなど給
食の歴史の展示
○食品衛生についてのパネル展
示
○地場産野菜や調理風景のパネ
ル展示
○給食センター紹介ビデオの放
映

▲ 
安
全
で
お
い
し
い
給
食

を
提
供
し
ま
す

▲ 大きな調理器具に触れてみ
よう

給
食
展
・
大
試
食
会

給
食
展
・
大
試
食
会

給
食
展
・
大
試
食
会

給
食
展
・
大
試
食
会

給
食
展
・
大
試
食
会

給
食
展
・
大
試
食
会

1010
月
2424
日︵
土
︶

日︵
土
︶

1010
月
2424
日︵
土
︶

日︵
土
︶

1010
月
2424
日︵
土
︶

日︵
土
︶

▲ 
巨
大
が
ま
を
使
っ
た
調

理
体
験

▲新鮮な野菜の販売

手づ
くりいっぱいの安心給食！手づ
くりいっぱいの安心給食！

○地場産野菜や給食食材納入
業者による食品の販売ほか

○カードバイキングでの栄養指導
○巨大がまでの模擬調理体験

▽時間 午前11時・11時半、正午、
午後零時半・１時・１時半
▽定員 先着1500食（１人２食ま
で）
▽費用 １食100円
▽献立内容
○古代米ご飯、松風焼、けんちん
汁、小松菜のお浸し、牛乳
○揚げパン、ポトフ、じゃことコー
ンのナムル、ぶどう、牛乳
▽申込み 当日午前10時から第一
学校給食セン

ター東側へ
※前売り券（750枚）を10月20日
（火）午前10時から、市政情報セン

ターで
販売します。

▽
日
時 

10
月
24
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▽
会
場 

第
一
・
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

大試食会ゾーン大試食会ゾーン 展示ゾーン展示ゾーン

体験ゾーン体験ゾーン 出店ゾーン出店ゾーン

11月１日（日）から、市民生活の向上と地域経済の活性化を目的に、６月の
発売で好評をいただいた10000円で11000円分の買い物ができる「ふちゅう
ＧＯＧＯ商品券」が再び販売されます。ぜひ、ご利用ください。
　問合せは、経済観光課商工係（３３５・４１４２）、またはむさし府中商工会
議所（３６２・６４２１）へ。

▲

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い

▽販売日時　11月１日（日）午前10時
から

▽販売場所　むさし府中商工会議所
（緑町３の５）、フォーリス（11月１日

のみ）、各文化セン
ター（中央文化セン

ター

を除く、11月１日のみ）
▽販売数　30000冊／１人５
冊まで
※クレジットカードでの購
入はできません。
▽販売価格　10000円
▽内容 全登録店で利用で
きるＡ券（500円券・11枚）と、

大型店（百貨店・スーパー・量販専門
店）以外の登録店で利用できるＢ券
（500円券・11枚）の22枚つづり
※登録店の一覧は、10月28日（水）の
新聞に折り込むほか、むさし府中商
工会議所のホームページ（http：//w
ww.tama5cci.or.jp/）でご覧になれ
ます。

■ご利用上の注意■ご利用上の注意
○換金性の高い物（商品券・ビール○換金性の高い物（商品券・ビール
券・お米券・図書券・共通入浴券・文券・お米券・図書券・共通入浴券・文
具券・ギフト券などの各種商品券、具券・ギフト券などの各種商品券、
切手・印紙・プリペイドカードな切手・印紙・プリペイドカードな
ど）や性風俗関連特殊営業に関わど）や性風俗関連特殊営業に関わ
るものには利用できませんるものには利用できません

▲ 
商
品
券
の
ご
利
用
は
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の

あ
る
登
録
店
で

市制施行５５周年記念 10%お得な商品券10%お得な商品券
「ふちゅうGOGO商品券」「ふちゅうGOGO商品券」「ふちゅうGOGO商品券」
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  1日
からから

▽有効期間　平成22年１月31日（日）
まで

来て！見て！食べて
！

食べて
！

○国や地方公共団体への支払い、公○国や地方公共団体への支払い、公
共施設利用料、電気・水道・ガスな共施設利用料、電気・水道・ガスな
どの公共料金には利用できませんどの公共料金には利用できません
○コンビニエンスストアでの支払○コンビニエンスストアでの支払
用紙などによる支払いには利用で用紙などによる支払いには利用で
きませんきません
○釣り銭は出ません○釣り銭は出ません




